
雨
森
芳
洲
が
随
行
し
た

朝
鮮
通
信
使
と
は

▲朝鮮通信使絵巻「正徳度朝鮮通信使参着帰路行列図巻」（高麗美術館蔵・一部抜粋）

▲朝鮮通信使行程図

　
日
本
国
と
朝
鮮
国
と
の
国
交
は
、
２
度
に

わ
た
る
朝
鮮
出
兵
「
文
禄
・
慶
長
の
役
」
に

よ
っ
て
一
時
は
断
絶
し
ま
し
た
が
、
江
戸
時

代
に
入
っ
て
対
馬
藩
を
仲
立
ち
に
回
復
し
ま

し
た
。
朝
鮮
国
と
は
、
江
戸
時
代
の
鎖
国
政

策
の
中
に
あ
っ
て
も
、
対
等
の
友
好
国
と
し

て
正
式
な
国
交
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し

て
朝
鮮
国
王
よ
り
将
軍
に
対
し
て
遣
わ
し

た
、「
信
を
通
じ
る
」
友
好
の
あ
か
し
の
使

節
団
が
朝
鮮
通
信
使
で
す
。

　
将
軍
の
代
替
わ
り
の
祝
賀
な
ど
の
目
的

で
、
慶
長
12
年（
１
６
０
７
）か
ら
文
化
８

年（
１
８
１
１
）ま
で
の
約
２
０
０
年
間
に

12
回
来
日
し
ま
し
た
。
通
信
使
一
行
は
毎
回

３
０
０
〜
５
０
０
人
で
構
成
さ
れ
、
釜
山
か

ら
大
坂
ま
で
は
海
路
、
そ
こ
か
ら
江
戸
ま
で

は
陸
路
を
と
り
ま
し
た
。

　
異
国
の
文
化
を
迎
え
、
そ
れ
を
見
物
し
、

彼
ら
と
交
流
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
に
と
っ

て
江
戸
時
代
き
っ
て
の
国
際
的
イ
ベ
ン
ト

で
、通
信
使
一
行
は
武
士
階
級
の
み
な
ら
ず
、

文
人
や
一
般
民
衆
か
ら
も
大
歓
迎
さ
れ
ま
し

た
。

　
海
外
事
情
に
乏
し
か
っ
た
当
時
の
日
本
人

に
と
っ
て
、
鮮
や
か
で
見
慣
れ
ぬ
衣
裳
・
風

体
、
鼓
膜
と
心
を
刺
激
す
る
楽
器
の
音
色
な

ど
、
異
国
の
文
化
使
節
団
を
目
の
あ
た
り
に

す
る
こ
と
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
そ
の

も
の
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
通
信
使
を
迎

え
、
彼
ら
と
交
流
し
た
記
録
は
、
九
州
か
ら

江
戸
に
か
け
て
、各
地
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
朝
鮮
通
信
使
は
、
両
国
の
平
和
的
な
関
係

を
構
築
し
、
維
持
さ
せ
る
こ
と
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。
朝
鮮
通
信
使
が
往
来
す
る
両

国
の
人
々
の
憎
し
み
や
誤
解
を
解
き
、
相
互

理
解
を
深
め
た
こ
と
に
よ
り
、
両
国
は
外
交

の
み
な
ら
ず
学
術
・
芸
術
・
産
業
・
文
化
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、
活
発
に

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
そ
の
根

底
に
は
、
雨
森
芳
洲
が
説
い
た
「
互
い
に
欺

か
ず
、
争
わ
ず
、
真
実
を
も
っ

て
交
わ
る
こ
と
こ
そ
、
誠
信
で

あ
る
」
と
い
う
、
誠
意
と
信
義

を
重
ん
じ
た
「
誠
信
交
隣
」
の

精
神
が
流
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
度
、「
世
界
の
記
憶
」
に

登
録
申
請
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、

「
外
交
記
録
」、「
旅
程
の
記
録
」、

「
文
化
交
流
の
記
録
」
の
ジ
ャ
ン

ル
で
構
成
さ
れ
、
芳
洲
会
所
蔵

の
「
雨
森
芳
洲
関
係
資
料
」（
雨

森
芳
洲
の
子
孫
か
ら
芳
洲
会
へ

寄
贈
さ
れ
た
資
料
群
）が
こ
れ
に

含
ま
れ
ま
す
。

▲瓦人形（近江八幡市蔵）
　 当時の鬼瓦作りの職人
が製作したもので、宝
暦14年（1764）の第11回
通信使をモデルとして
いると考えられる。

長浜
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登
録
に
向
け
て
の
取
組

▲設立総会の様子

﹁
雨
森
芳
洲
関
係
資
料

ユ
ネ
ス
コ
﹃
世
界
の
記
憶
﹄

登
録
推
進
実
行
委
員
会
﹂
の
設
立

　
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」
に
登
録
申

請
さ
れ
た
資
料
１
１
１
件
３
３
３
点
の
う

ち
、
１
件
36
点
が
芳
洲
会
が
所
蔵（
市
管
理
）

す
る
「
雨
森
芳
洲
関
係
資
料
」
で
す
。
早
け

れ
ば
今
年
秋
に
も
登
録
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
推
進
お
よ
び
啓
発
普
及
を
目
的
に
、
芳

洲
会
や
地
域
づ
く
り
協
議
会
等
が
中
心
と

な
っ
て
、
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
先
日
、

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

﹁
誠
信
﹂
を
受
け
継
ぐ
長
浜

　
京
都
造
形
芸
術
大
学
客
員
教
授

仲な
か

尾お

　
宏ひ

ろ
し

　氏

　
雨
森
芳
洲
が
長
年
の
朝
鮮
関
係
の
仕

事
を
総
括
し
、
藩
主
へ
の
提
言
と
し
て

ま
と
め
た
書
物
「
交
隣
提
醒
」
の
中
で

最
も
強
調
し
て
い
る
の
が
「
誠
信
の
交

わ
り
」
の
大
切
さ
で
す
。

　「
誠
信
と
申
し
候
は
、
実
意
と
申
す

事
に
て
、
互
い
に
欺
か
ず
、
争
わ
ず
、

真
実
を
も
っ
て
交
わ
り
候
を
、
誠
信
と

は
申
し
候
」

　
こ
れ
こ
そ
が
彼
が
後
世
に
残
し
た
最

大
の
遺
産
で
あ
り
、
ま
さ
に
今
日
の
国

際
社
会
が
め
ざ
す
未
来
の
指
針
で
す
。

　
長
浜
の
皆
さ
ん
が
郷
土
の
先
人
の
思

い
を
受
け
継
ぎ
、
伝
え
て
い
く
こ
と
は

大
変
意
義
深
く
、
今
後
の
地
域
づ
く
り

の
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

長
浜
市
の
取
り
組
み

　
合
併
前
の
高
月
町
で
は
、
芳
洲
ゆ
か
り
の

対
馬
市
と
の
姉
妹
縁
組
・
交
流
を
行
い
、
朝

鮮
通
信
使
縁
地
連
絡
協
議
会
に
参
加
し
、
平

成
10
年
と
21
年
に
は
全
国
大
会
を
主
催
す
る

な
ど
、
芳
洲
思
想
の
継
承
と
他
自
治
体
・
団

体
等
と
の
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

生
家
跡
に
建
つ
「
東
ア
ジ

ア
交
流
ハ
ウ
ス
雨
森
芳
洲

庵
」
で
は
、
芳
洲
の
思
想

と
業
績
や
、
朝
鮮
通
信
使

な
ど
江
戸
時
代
の
日
朝
交

流
を
展
示
紹
介
し
、
町
全

体
と
し
て
芳
洲
思
想
の
浸

透
や
韓
国
と
の
交
流
事
業

を
、
地
域
づ
く
り
の
核
と

し
て
活
動
し
て
き
ま
し

た
。

　
合
併
後
も
、「
N
P
O

法
人
朝
鮮
通
信
使
縁
地
連

絡
協
議
会
」
に
参
加
し
、

対
馬
市
と
共
に
朝
鮮
通
信

使
の
「
世
界
の
記
憶
」
登

録
を
積
極
的
に
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
平
成
27
年
秋

に
は
、
長
浜
文
化
芸
術
会

館
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
雨

森
芳
洲
と
朝
鮮
通
信
使
」

や
、
長
浜
城
歴
史
博
物
館

と
高
月
観
音
の
里
資
料
館

で
特
別
展
を
開
催
す
る
な
ど
、
ユ
ネ
ス
コ
登

録
を
さ
ら
に
後
押
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。①

③②

① 富永小学校で毎年行われてい
る芳洲子どもミュージカル

②長浜城歴史博物館での特別展
③ 関係団体を招いてのシンポジ
ウム
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